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牛乳 αーカゼインは Warner 法で，人乳 αーカゼイン相当部分は Warner 法と澱粉カラム法とを組合せ
て調整， r?紙電気泳動法により，単一分画である事を確めた。 ビ菌酵素分画は，母乳栄養児糞便から，人
ビ菌を分離培養し， Sundararajan & Sarma が牛牌臓から Phosphoprotein Phosphatase を分離した方
法に準じ， 硫安沈澱と水に対する透析とを反復し， 40倍以上に活性を高める事が出来た。 乙の酵素は
Protease 作用を示さないの牛ピ菌は生後25 日以内の仔犬糞便より分離し， 同様に処理した。無機燐定量




2. 人ピ菌 Phosphatase の至適 pH
pH. 6.1 で，最大活性を認めた。
3. 酸化剤，還元剤の影響
還元剤として，アスコノレビン酸， システイン， チオグリコーノレ酸そ，酸化剤として，過酸化水素， 塩化
??d斗企
沼二欽をf日いた。還元剤により活性は促進し，酸化剤により凹主される D
4. ビ菌酵ぷの Phosphatase 作用の判呉性
p-Nitrophenylphosphate, p-Nitrophenyldiphosphate, p-Nitrophenylpyrophosphate 及び Phospho­
serine につき pH 4.8--8.4 にわたり検したが， Phosphatase 作用を認めなかった口次に， 酸性モノエス
テラーゼの性質を持つ前立腺 Phosphatase を，人乳 αーカゼインに 6 時間作用させてから， ビ菌酵素を添
加すると，急速に大量の燐遊離が起るが， 前立腺 Phosphatase 作用のほぼ完了した 24 時間後に添加した
のでは，燐遊離を認めないロ逆に， ビ菌酵素を先に 3 時間働かせると， 前立腺 Phosphatase を添加して
も，燐遊離は促進されない口
5. ピ菌 Phosphatase の作用による人乳及び牛乳 αーカゼインの泳動像の変化
入手し αーカゼインは，作用後 l乙泳動像は著しく変るが，牛乳 αーカゼインでは，変化は見られない。
6. ピ菌 Phosphatase の種属特異性
人ピ菌の Phosphatase が，人乳の αーカゼインにのみ作用する点から，牛ビ菌についても調べたが人乳，
牛乳の何れにも作用しない口 同様に L. acidophi1us，大腸菌等には αーカゼインに対する Phosphatase 作
用は認められなかった。
(総括)
Harris が，蛙の卵に Phosphoprotein Phosphatase 作用を発見して以来， 乙の醇系の性状は， かなり
明らかにされているが，細菌において本酵素の存存を証明したのは， この私の成績が最初である。ビ菌の
Phosphoprotein Phosphatase は Sundararajan & Sarma が示した牛牌臓のそれと，多くの点において性
状がよく一致しており，至適 pH. も酸性側にあり，母乳栄養児腸管内で，充分その作用が発揮出来る。







木論文は観点を変えてピフィズス閣と乳汁 11 1 のカゼインの消化との関係を追求している。その結果， 舟.乳
栄養児nZj1(1ーに存在するビフィズス菌には， -/D::Jlの αーカゼインだけに作用して大量の燐を遊離させる Phos­
phoprotein phosphatase の存在する乙とが証明され，それそ40倍以上に精製し， Protease そ合まない酵
素を行た白木酵来は牛乳 αーカゼイン及び各和の低分子合成燐化合物には作用せず，高度の某11特異性が認
められた。至適 pH は 6.1 で，還元剤で促進され酸化剤で抑制された。仔牛のビフィズス菌，大腸菌，アチ





以上のt5kに木論文は， ビフィズス閣下1-1 に， 高度の1;~ï'1特異性を有する Phosphoprotein phosphatase を
初めて証明した有意義な研究である。
-147 ー
